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新
年
度
予
算
な
ど
決
る

三
月
の
定
例
議
会
は

三
月
十
六
日
開
会
、
会

期
を
三
日
間
と
決
定
し

次
の
議
案
を
可
決
確
定

し
閉
会
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

イ

、
国

見

町
二
梁
川

町

大

枝

小

学

校
組

合

規
約

の
制

定

に
つ

い

て
　

こ

れ

は
大

枝
小

学

校

の

管
理

を

梁
川

町

に
移

す
た

め

、
規

約

を

全
文

改

正
し

た
も

の
で

あ

る
。

口

、
国

見

町

国
民

健

康

保
険

条

例

の

一
部

改

正

に
つ

い

て

こ

れ

は

八
十

歳
以

上
の

老

人

に
対

し
て

国

保

の

十
割

給

付

を

四

月

一
日

か

ら
実

施

す

る

た

め
の

改
正

で

あ

る

。

（

、
国
民
健
康
保
険
給
付
費
支
払

・

準
備
基
金
の
処
分
に
つ
い
て

こ
れ
は
国

保
の
保
険
給
付
に

要
す
る
費
用
に
あ
て
る
た
め
、

基
金
よ
り
繰
入
れ
を
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

二
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
てと

れ
は
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
工
期
を
、
昭
和
四
十
五
年
五

月
二
十
五
日
ま
で
延
期
し
た
も

の
で
あ
る
。

ホ
、
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
病
院
の
取
付
け
道
路

を
町
道
に
認
定
し
た
も
の
で
あ

る
。

へ
、
国
見
町
町

営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
住
宅
及
び
付
帯
施
設

等
の
管
理

に
関
し
て
、
必
要
事

項
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

卜
、
国
見
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
幼
稚
園
の
一
学
級
増

設
及
び
、
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
の
た
め
、
町
職
員
五
名
を

増
員
し
た
も
の
で

あ
る
。

チ
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
にい
て

こ
れ
は

委
員
の
佐

藤
隆
治
さ

ん
の
死
亡

に
伴
っ
て

そ
の
後
任
と
し
て
、
徳
江
宇
前

原

二
十
二
、
蓬
田
正
敏
さ
ん
を

任
命
し
た
も
の
で
あ
る
。

リ
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
選
任
に
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

こ
れ
は
委
員
の
吉
田
光
夫
さ

ん
と
、
斎
藤
太
三
郎
さ
ん
が
任

期
満
了

と
な
っ
た
た
め
、
再
任

し
た
も
の
で
あ
る
。

ヌ
、
国
見
町
奨
学
資
金
貸
与
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
奨
学
資
金
の
中
に

入

学
支
度
資
金
（
大
学
入
学
者

十
万
円
以
内
、
高
校
入
学
者
三

万
円
以
内
）
を
設
け
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
し
た
も
の

で
あ
る
。

ル
、
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
育

英
特
別
会
計
柿
正
予
算

需
用
費
の
増
加
に
伴
い
補
正

し
た
も
の
で

あ
る
。

ヲ
、
昭
和
四
十
四
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
　
　
　

。

決
算
見
込
に
よ
る
不
用
額
の

整
理
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

ワ
、
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
療
養
給
付
費
の
増
加
に
伴
い

歳
入
歳
出
三
百
五
十
五
万
円

を

補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
、
昭
和
四
十
四
年
度
国
見
町
一

般
会
計
補
正
予
算

今
回

の
追
加
額
は
一
千
三
百

四
十
一
万
六
千
円
で
、
総
予
算

額
は
三
億
九
千
百
十
四
万
円

と

な
っ
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

役
場
自
動
車
二
台
ニ

ー
五
万
円

備
品
購
入
費
　
　

一
五
〇
万
円

福
哇
セ
ン
タ
ー
給
排
水
工
事
請

負
金
　
　
　
　
　
　
一
五
四
万
円

ヨ
、
昭
和
四
十
五
年
度
大
木
戸
財

産
区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
三
万
七
千
円
で

あ
る
。

夕
、
昭
和
四
十
五

年
度
入
山
財
産

区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
百
八
十
一
万
七

千
円
で
、
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
。

公
団
造
林
事
業
等

一
五
九
万
八
千
円

レ
、
昭
昭
四
十
五
年
度
藤
田
財
産

区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
二
十
六
万
八
千
円

で
森
林
国
営
保
険
料
十
三
万
四

千
円
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

ソ
、
昭
和
四
十
五
年
度
育
英
特
別

会
計
予
算
　
　
ヽ

予
算
総
額
は
二
百
八
十
万
七

千
円
で
貸
付
金
二
百
七
十
三
万

八
千
円
（
奨
学
資
金
四
十
三
万

八
千
円
、
入
学
支
度
資
金
二
百

三
十
万
円
）
が
主
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

ツ

、
昭
和
四
十
五
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

予
算
内
客
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り

業
務
の
予
定
址

巾
給
水
戸
数
　
『

七
一
〇
戸

⑦
年
間
総
配
水
量
　
四
九
万
可

ぶ
一
日
平
均
給
水
量コ

ニ
四
二
が

収
入
の
部

収
益
的
収
入

（
水
道
使
用
料

受
託
工
事
収
入
等
）

二
〇
、
九

二
九
千
円

支
出
の
部

収
益
的
支
出
（
人
件
費
、
電

力
代
、
工
事
資
材
代
等
）

一
八
、
〇

六
三
千
円

資
本
的
支
出

第
五
次
拡
張
工
事
設
計
委
託

料
　
　
　
　
　
　

七
〇
〇
千
円

深
井
戸
築
造
工
事
請
負
金

二
、
五
〇
〇
千
円

企
業
債
償
還

一
、
六

九
八
千
円

ネ
、
昭
和
四
十
五
年
度
国
見
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
一
億
一
一
千
七
百
十

万

九
千
円
で
歳
入
歳
出
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り

歳
入

。
国
保
税
　
五
三
、
九
六
六
千
円

国
庫
支
出
金
七
〇
、

四
〇
四
千

円歳
出

保
険
給
け
金
一
一
七
、
三
四
三

千
円

そ
の
他
は
経
常
費

ナ
、
昭
和
四
十
五
年
度
国
見
町
一

般
会
計
予
算

予
算
総
額
は
三
億
二
千
百
四

十
四
万
二
千
円
で
、
前
年
度
よ

り
一
千
五
百
五
十
四
万

三
千
円

の
増
（
伸
び
率
五
、
一
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

(町の人口)

昭和45年4月１日現在

世帯数　2、551戸

人口

男　5 、833人

女　6、313人

計12 、146人

昭和45年度一般会計歳入歳川予筧
歳　　　　　　　入　　　（単位千円）

款 本年度
予算額

前年度
予算額

比　較 構成比

町　　　　　　　　 税 59,5601　52.988 6 , 572
18.5

--㎜皿－
1,7自 動 車 取 得税交付金 5 , 500 4.400 1 . 1 00

地　 方　 交　 付　 税 1 54 , 678 1 05 , 835 48 . 843 4 8 , 1

交通安全対策特別交付金 145 :　　24 び△　　95　－

分 担 金 及 び 負 担 金 2 , 0 1 0 冂50 260 ０，６

使 用 料 及 び 手 数 料 6 .877 6,665 212 2,21

国　 庫　 支　 出　 金 6 , 833 9 .437△2  , 604 2ﾊﾞ

県　　支　　出　　 金 46 , 142 3 & 322 7 ､ 820 1 4 . 4

財　　産　　 収　　入

寄　　　 付　　　 金

4 , 226 289 3 , 937 冂
3 , 89 1 2 , 1 0 1 1 , 790 １，２

繰　　　 入　　　 金 以〕〔川22  , 000△20 , 999 ０,３

繰　　　 越　　　 金 4,000，4,000 - 1,3

諧　　　 収　　　 入 1 4 , 579 6 . 072 8,507 ４,６

一一　‥ －
３,７町　　　　　　　　 債 12 ､ 000 ､ 5口00 肩 口00

歳　　入　　合　　計 32L442 305,899 1 5 ､ 543 100

歳　　　　　　　出　　　（単位千円）

款 本年度
予算額

9 . 626

前年度　　　　、予算額；比　較 構成比

議　　　　会　　　　費 8,394　1  , 232 ３，０
総　　　 務　　　 費

¶･●-■■■･●. 驫--　　　 － 皿 番･ ●　 ●　　---･ 一

民　　　 生　　　 ・ 費

－ 一 一 ‥ 一 一- ‥ 一

衛　　　 生　　　 費

47 , 329 42,586°4  . 743 14,7

29 , 648 75 . 0 1 3 ､△45  ,  365 ９,２

19,768 1 3 . 1 08 6 , 6 6,2

農 林 水 産 業 費 92 , 798 62 , 421 30 , 377 28 , 9

商　　　 工　　　 費 5 , 220 4 , 690.　530 １，６

土　　　 木　　　 費 47 , 958 36,905 1 1 , 053 14 , 9

消　　　 防　　　 費 9 , 1 05 7,旭　1  , 352 2,9

教　　　 育　　　 費 45 , 067 41 ､ 67b　3  , 391 14.0

災　 害　 復　 旧　 費 １ 2 , 454 !△2  , 453 一 一

公　　 ’債　　　 費
1 2 . 2 1 8 8 , 1 93!　4 , 025 ３,８

諸　　支　　出　　金 204 206 △　　2 -

予　　　 備　　　 費 2 , 500 2.500 :　－ ０，８

歳　　出　　合　　計 321 , 442 305 , - -8 四 1 5 , 543 100

老

人

は
医
療
費
が
無
料

国
保
被
保
険
者
で

八
十
歳
以
上
の
老
人

国

保
被
保
険
者
が
病
気
で
お
医

者
さ
ん
に
か
か
り
ま
す
と
、
診
療

費
の
三
割
の
額
を
窓
口
で
支
払
い

残
り
の
七
割
を
町
が
負
担
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
当
町
で
は
老
人

福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
、
本
月

一
日
よ
り
国

保
の
被

保
険
者
で
年

令
満
八
十
才
と
な
っ
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
の
老
人
を
対
象
に
十
割

給
付
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。つ

ま
り
国
保
被
保
険
者
の
老
人

は
、
医
療
費
の
全
額
を
町
で
負
担

し
、
当
人
は
無
料
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
れ
ま
す
。

病
気
は
早
く
発
見
し
、
早
く
治

療
す
る
の
が
理
想
的
で
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
、
早
く
快
く
な
り

軽
い
経
費
で
済
む
こ

と
に
な
り
ま

す
。
特
に
体
の
不
自
由
が
ち
な
お

年
寄
り
を
こ
の
よ
う
な
制
度
で
、

み
ん
な
で
温
い
心
を
も
っ
て
恐
し

い
病
気
か
ら
守
っ
て
や
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
住
民

課
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
の
名

と
続
柄
　
住
　
所

２

、
1
6
　樋
口
　
真
美
　
　

久
弥
の
長
女
　
藤
田
　

南
5
8

ク
　
刀
一
　
細
川
　
映
子
　
　

幸
男
の
二
女
　
藤
田
　
北
6
5

々
　
2
4
　
鈴
木
美
由
紀
　
　

肇
　
の
長
女
　
藤
田
’

南
6
7

々
　
2
5
　
内
村
美
智
子
　
　

忠
　

の
二
女
　

森
山
　

南
上
野
１
の
４

３
、
１
　
小
池
　
孝

宏
　
　

孝
　
の
一
一
男
　
徳
江
　
熊
野
1
9

々
　
６
　

佐
藤
　
邦
彦
　
　

賢
二
の
二
男
　
徳
江
　
北
久
保
2
8

々
　
６
　

高
橋
久
美
子
　
　

勝
彦
の
長
女
　

鳥
取
　
中

ノ
町
５

″
　
６
　

一
条
　
昭
博
　
　

正
勝
の
二
男
　
泉
田
　
平
林
７
の
1
3

々
　
了
　
瀬
戸
　
広
美
　
　

彰
衛
の
長
女
　
西
大
枝
上
台
2
2

″
　
1
0
　斎
藤
　
信
行
　
　

新
一
の
三
男
　
徳
江
北
小
屋
2
6の
１

″
　
1
2
　
本
間
　

政
夫
　
　

正
夫
の
長
男
　
藤
田
観
月
台
１

夕
　
1
2
　
高
橋
　
幸
音
　
　

美
明
の
長
女
　
貝
田
　
立
久
根
1
8

夕
　
1
4
　
秦
　
　

紀
子
　
　

裕
悛
の
長
女
　
藤
田
　
日
渡
４
、
2
1

々
　
1
5
　
星
野
　

博
子
　
　

巌
　

の
二
女
　
光
明
寺
沼
昭
の
イ

ク
　
1
6
　
佐
久
間
美
佳
　
　

利
春
の
長
女
　
森
山
　
宮
前
４

″
　
1
9
　
宍
戸
あ
け
み
　
　

喜
蔵
の
三
女
　
石
母
田
駒
場
″一
‥

″
　
2
0
　佐
野
　
玲
子
　
　

伊
勢
夫
の
二
女
徳
江
　

佐
野
台
1
6

（
ｔ
）
　火
事
と
事
故
　

ゼ
ツ
ク
イ
出
す
ま
い
　
出
さ
せ
ま
い
　

…
…
　

毎
月
一
日
は

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
旦
　

で
す

く
に
み



時刻別火災発生件数

時 刻　　件 救

8～9　　　2

9～10　　　　　3

10～11　　　7

凵～12　　　9

12～13　　　4

13～14　　8

14～15　　　6

15～16　　11

16～口　　10

口～18　　3

18～19　　　4

19～20　　　3

子どもの火あそびによる

火

災
発

生
状
況

い
よ
い
よ
火
事
の
多
い

節
と
な
り
ま
し
た
。

特

に
今
回
は
「
子
ど
も
の

火
あ
そ
び
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す

昭
和
四
十
三
年
一
月
か

ら
十
一
月
に
か
け
て
起
っ

た
七
九
件
に
つ
い
て
、

①
、
火
あ
そ
び
の
場
所

屋
外
　

四
〇
件
（
自
宅

周
囲

匸
一
　
付
属
建

物
一
三
　

そ
の
他
一

五
）

屋
内
　
三
〇
件
（
物
置

一
五
　
部
屋
一
〇

押
入
一
そ
の
他
四
）

不
明

九
件

⑧
、
月
別
発
生
件
数

四
月
一
七
　
三
月
一
四
　

二

月
一
三
　
五
月
八
　
一
月
六

六
月
五
　
九
月
五
　

七
月
四

十
一
月
四
　
十
月
二
　
八
月

一

一
　

火
災
発
生
時
刻
は
別
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

③
、
火
あ
そ
び
し
た
子
ど
も
の
年

令

と
男
女
別

断

然
男
の
子
に
火
あ
そ
ぴ
が
多

い
。
特
に
四
、
五
い

六
、
七
才

は
危
険
年
令
。

④
、
火
災
の
発
生
を
火
あ
そ
び
し

た
子
ど
も
が
知
ら
せ
た
か
。

知
ら
せ
た
…
…
…
…
一
一
〇
件

知
ら
せ
な
か
っ
た
…
四
二
件

④
、
火
あ
そ
び
し

た
子
ど
も
の
家

庭常
に
大
人

が
留
守
が
ち
二
八
件

常
に
留
守
が
ち
で
な
い
四
二
件

○
居
住
関
係
建
物
火
災
の
防
止
に

つ
い
て
　
　

。

’

的
、
子
ど
も
に
火
あ
そ
ぴ
を
絶

対
さ
せ
な
い
こ
と
。

’

㈲
、
火
気
使
用
設
備
器
具
の
取

扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
。

‘

㈲
、
整
理
整
頓
及
び
火
の
始
末

に
注
意
す
る
こ
と
。

年令　　男　女

３ 才　　　０　３

４　　　８　２

５　　　１３　１

６　　　１２　５

７　　　１０　１

８　　　３　０

９　　　４　１

１０　　　２　０

１１　　　２　０

１２　　　１　２

１３　　　４　１

１４　　　１　０

１５　　　１　０

１９　　　１　０

19才の男 １名は精

神異常者

五
年
年
金
の
加
入
申
込
み
は

す
み
ま
し
た
か

昨
年
十
二
月
の
国
会
で
国
民
年

金
法
が
改
正
さ
れ
、
高
令
者
の
た

め
の
五
年
年
金
が
で
き
ま
し

た
。

加
入
申
込
期
限
は
六
月
末
日
ま
で

で
す
が
、
申
込
み

が
早
け
れ
ば
そ

れ
だ
け
早
く
年
金
が
も
ら
え
ま
す

１

、
加
入
で
き
る
人

昭
和
三
十
六
年
当
時
、
十
年
年

金
に
加
入
し
な
か
っ
た
明
治
三

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
人
。
た
だ
し
他
か
ら
年
金
を

受
け
ら
れ
る
人
、
又
他
の
年
金

に
入
っ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す

２
、
掛
金
す
る
期
間

申
込
み
を
し
た
月
か
ら
五
年
間

（
月
七
五
〇
円
）

３
、
年
金
は
三
万
円
（
月
二
、
五

〇
〇
円
）
も
ら
え
ま
す
。

計
算
し
て
み
る
と
、
一
年
半
で

掛
金
が
そ
っ
く
り
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
　
　
　
（
住
民
課
）

明治 学級

よ
め
と
と
し
よ
り

の
話
合
い

４
月
2
5日
午
後
一
時

か
ら
、
町
公
民
館
で
婦

人
会
の
方
々
と
の
話
合

い
を
い
た
し
ま
す
。

（

テ
ー
マ
）

と
し
よ
り
の
し
あ
わ
せ

老
人
福
祉
と
人
間
関
係

（

講

師

）

役
場
住
民
課
長
中
村
　

政
治
殿

人
権
擁
譲
委
員
早
田
　
　

盛
殿

町
公
民
館
長
　

佐
藤
善
次
郎
殿

壮

年

学

級

時
局
問
題
　
あ
れ
こ
れ

現
在
世
の
中
は
ま

こ
と
に
め
ま
ぐ
る
し

く
動
い
て
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
毎
日
の
新

聞
や
テ
レ
ビ
だ
け
で

は
、
知
り
得
な
卜
こ

と
か
も
似
れ
ま
せ
ん

左
記
に
よ
り
み
ん
な

で
学
習
し
ま
し

ょ
う

（

日

時

）

４
月
2
7日

胃

）

午
後

一

時

（

場

所

）

国
見
町
公
民
館

（

講

師

）

福
島
民
報
社

製
作
局
長

菅
野
利
夫
殿

（
質
問
）

お
あ
り
の
方
は
紙
に
書

き
二
十
Ｅ
日
ま
で
に
事
務
局
鈴

木
主
事
あ
て
お
届
け
く
だ
さ
い

完成間近の福祉センター　 （４月２囗写）

新

団

員

二

四

人

国
見
町
消
防
団
で
は
、
四
月
二

日
、
役
場
大
会
議
室
で
幹
部
昇
任

並
び
に
新
団
員
の
辞
令
交
付
弍
を

行
な
っ
た
。

幹
部
昇
任
者
、
新
団
員
は
次
の
と

お
り
。

策
一
分
団
第
一
部
副
部
長

仲
野
周
一
郎

第
一
分
団
第
一
部
班
長佐

藤
　

惣
一

第
一
分
団

第
二
部
班
長

野
村
　
和
夫

第
三
分
団
第
一
部
班
長佐

久
間

政
雄

第
三
分
団
第
三
部
副
部
長

菊
地
　
仙
七

第
三
分
団
第
三
部
班
長高

橋
　
正
明

新
団
員

阿
部
栄
一
　
渡
辺
茂
男
　
野
村

春
吉
　
鈴
木
文
治
　
佐
久
間
貞

勝
　
野
村
文
男
　

赤
坂
弘
　

鈴

木
貞
雄
　
吉
田
義
正
　

吉
田

勉

羽
根
俊
一
　
宍
戸
惣
兵
衛
　
古

田
洋
一
　

八
巻
良
一
　

徳
江
正

美
　
佐
久
間
衛
　
菊
地
善
明

菊
地
秋
雄
　
斎
藤
真
利
　

高
橋

一
吉
　
星
野
強
　
渋
谷
正
　
吉

田
邦
男
　
佐
藤
幸
一

宍
戸

さ
ん
か
ら

ぞ
う
き
ん
た
く
さ
ん

石
母
田
字
駒
場
の
宍
戸
セ
ッ

さ

ん
（
六
五
才
）
か
ら
ぞ
う
き
ん
を

た
く
さ
ん
寄
贈
さ
れ
た
の
で
町
内

の
各
幼
稚
園
、
小

中
学
校
に
配
分

し
た
。

藤
田
幼
六
、
森
江
野
幼
四
、
小

坂
小

匸
一
、
藤
田
小
二
七
、
森

江
野
小
一
五
、
大
木
戸
小
一
二

県
北
中
四
三
、
計
一
一
九
枚

ご
苦
労
さ
ま
交
通
指
導
員
さ
ん

昭
和
四
十
二
年
度
に
発
足
し
た

民
間
交
通
指
導
員
制
度
も
指
導
員

の
任
期
で
あ
る
三
年
を
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
三
年
間
、
毎
日
朝
夕

四
号
国
道
の
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
交

差
点
に
立
た
れ
、
交
通

タ
ー
ル
の

指
導
と
整
理
に
、
献
身
的
努
力
を

さ
れ
て
き
た
、
古
内
清
作
さ
ん
、

佐
久
間
菊
太
郎
さ
ん
、
斎
藤
祥
朗

さ
ん
に
、
か
心
ら
感
謝
を
い
た
し

ま
す
。

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
、

新
し

い
指
導
員
の
任
命
が
行
な
わ

れ
、
古
内
さ
ん
、
佐
久
間

さ
ん
は

再
任
、
新
し
く
佐
藤
喜
一
さ
ん

が

任
命
さ
れ
、
次
の
各
個
所
で
指
導

に
当

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
見
町
役
場
前
交
差
点

古
内
　
濟
作

県
北
中
学
校
前
横
断
歩
道

佐
藤
　

喜
一

日
渡
交
差
点
　

佐
久
間

菊
太
郎

国
見
学
園
開
設
案
内

青
年
学
級
振
興
法
に
塾
づ
き
、

町
内
の
十
五
才

か
ら
二
付
五
才
ま

で
の
青
年
を
対
象
に
、
実
際
生
活

に
必
要
な
知
識
と
技
能
及
び
一
般

教
養
の
向
上

を
目
的
と
し
四
月
下

旬
か
ら
次
の
三
学
級
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

青
年
教
室
（
定
員
三
十
名
）

主
と
し
て
会
社
、
工
場
等
に
勤

務
す
る
青
年
男
女
を
対
象
に
一
般

教
養
を
中
心
と
し
た
学
習

農
業
教
室
（
定
員
三
十
名
）

農
業
に
従
事
し
て
い
る
青
年
を

対
象
に
、
実
際
に
即
し
た
知
識
と

技
術
の
習
得
を
計
り
、
特
に
内
容

に
つ
い
て
は
理
論
と
実
際
を
両
立

さ
せ
系
統
的
、
継
続
的
に
行
な
う

女
性
教
室
（
凰
夜
間
部
各
三
十
名
）

勤
労
女
子
青
年
を
対
象
に
、
家

事
に
関
し

た
学
習
を
行
な
う
。

以
上
の
要
領
に
よ
り
現
在
学
園

生
の
募
集

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
公
民
館
に
お

問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

藤
田
ペ
ン
習
字

ク
ラ
ブ
誕
生

藤
田
婦
人
会
で
は
会
員
の
教
養

を
高
め
る
た
め
い
ろ
い
ろ
の
ク
ラ

ブ
活
動
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の

ほ
ど
ベ
ン
習
字

ク
ラ
ブ
（
部
長
角

田
昭
子
さ
ん
部
員
二
〇

名
）
が
誕

生
し
、
熱
心
に
練
習
を
フ
つ
け
て

い
る
。
会
費
は
テ
キ
ス
ー
代
を
含

め
月
三
五
○
円
、
毎
日
寸
瑕
を
惜

ん
で
練
習
す
る
外
月
二
回
（
十
日

と
二
十
卜
）
公
民
館
に
集
ま
っ
て

先
生
の
直
接
指
導
を
受
け
る
。

産
出
婦
人
会
に
は
こ
の
外
、
踊

り
や
手
芸
、
氾
花
、
読
書
な
ど
い

ろ
い
ろ
の
ク
ーフ
ブ
が
あ
り
、
会
員

は
も
ち
ろ
ん
、
会
員
外
の
加
入
も

歓
迎
し
て
い
る
。
　

’

写
八
＝
練
習
情
景

役

場

で
人

事

異

動

国
見
町
役
場
で
は
四
月
一
日
付

で
職
員
の
人
事
異
動
を
行
な
い
、

又
欠
員
補
充
等
の
た
め
新
採
用
者

十
三
名
を
発
令
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の

踝
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑤
係
長

△
賦
課
係
長
（
徴
収
係
長
）
武
田

喜
男
△
保
健
係
長
（
庶
務
課
）
鈴

木
捷
治
へ
」徴
収
係
長
（
出
納
係
）

大
浪
敏
男
△
学
校
教
育
係
長
（
学

校
教
育
係
）
佐
藤
春
夫

聯
係

△
公
民
館
主
事
（
保
健
係
）
佐
野

貞
治

△
出
納
係
（
住
民
係
）
高
橋
正
夫

△
庶
務
係
（
賦
課
係
）
須
田
善
治

△
住
民
係
（
財
政
匳
）
佐
藤
則
雄

△
文
書
係
（
庶
務
係
）
吉
田
美
代

子

戸……

新

採

用

△
総
務
課
庶
務
係
　

斎
藤
　
慶
子

同
　
　
　
　
　

佐
久
間

サ
ト
子

財
政
係
　

安
藤
　
信
男

△
税
務
課
賦
課
係
　

吉
田
　

孝
夫

同
　
　
　
　
　
　

後
藤
美
枝
子

△
住
民
課
住
民
經
　
黒
田
ア
ヤ
子

保
健
係
　

渋
谷
　

和
洋

△
建
設
課
建
設
係
　
阿
部
　
　

正

△
産
業
課
農
地
係
　

吉
田
　

吉
夫

△
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
係
　

高
橋
　

弘
信

阡
会
教
育
係
　

安
孫
子
正
子

幼
椎
闘
教
諭
　

八
巻
か
ず
子

△
公
営
企
業
水
道
課

水
道
係
　

佐
藤
　

光
男

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
三

月
山
‐
に
亡

く
な

ら
れ

た
方
　
　

敬

称
略

す

）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　
満
年
令
　
住
　
　
　

所

り
乙
、
2
8
　蓬
田
　
平
八
　
　
4
0
　
　
泉
田
　

堤
尻
４

３
、
１
　

阿
部
初
五
郎
　
　
7
1
　
　
大
木
戸
富
士
見
平
１

々
　
７
　

佐
藤
　
カ
メ
　
　
8
1
　
　
西
大
枝
上
金
屋
3
7

ク
　
７
　

山
田
　
勝
次
　
　

召
　
　

小
坂
　

前
2
6

々
　
８
　

八
巻
マ
ツ
ヨ
　
　

乃
　
　

徳
江
　

舘
1
0

々
　
ｍ
　

内
藤
　
寅
一
　
　
7
9
　
・
内
谷
　

三
ツ
森
7
7

々
　
2
0
　
徳
江
　
源
勣
　
　
8
5
　
　
藤
田
　

日
渡
４

、
６

々
　
2
4
　
渡
部
　
重
吉
　
　
7
8
　
　
高
城
　

前
８

々
　
2
5
　
岡
田
　
イ

シ
　
　
7
5
　
　
貝
田
　

寺
脇
９

々
　
2
7
　
笠
原
　
か
ん
・
　
8
1
　
　
石
母
国
樋
口
膕
の
７

々
　
3
0
　
古
賀
つ
ね
よ
　
　
5
7
　
　
泉
田
　
平
林
６

の
２

々
　
3
0
　
高
僑
皀
次
郎
　
　

引
　
　

鳥
取
　

鳥
取
1
9

＠
　

国
民
の
祝
日
に
は
　
一
軒
の
こ
ら
ず
　
国
旗
を
立
て
ま
し
よ
う

・
四
月
二
十
九
目

余

皇
誕
生
日
）
・
五
月
三
日
（
憲
法
記
念
日
）
・
五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
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